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江差北小学校 ～ＡＢＣＤを身近に～
　江差北小学校では、高学年になると、北中学校の英語教諭が小学校の外国語授業に入り、
また逆に北中学校１年生数学の授業に小学校の教諭が入り、相互に行き来する効果的な
授業を展開しています。建物が繋がっている点を生かした小中一貫教育が、平成 21年４
月から継続して行われています。

江差町議会だより
■発行・北海道江差町議会
■編集・議会広報特別委員会
〒 043-8560
北海道檜山郡江差町字中歌町 193 番地 1
 ☎［0139］52-6713（直通）

江差町議会だより

　平成28年第2回定例会が６月14日に行われ、条例

の制定や改正、予算補正など提案された案件を審議

し、原案どおり可決しました。

　また、６人の議員が町政執行方針等について一般

質問を行い、さまざまな観点から町政に問いかけま

した。

条例の一部改正や
　　補正予算等を審議
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サマーナイトかもめ島
     実行委員会補助110万円ほか

計5,016万1千円を補正

６月 14 日　第２回定例会　こんなことが決まりました！

　第２回定例会は６月 14 日に開会し、
６議員が一般質問を行い、報告や承認、
条例制定や改正、補正予算等の議案を
審議し、会期を１日残して閉会しまし
た。

補正予算の主な内容
◇社会保障・税番号制度に係るシステム改修等

総額 481 万 6 千円（国庫支出金他）
　・関連事務の委託の他、各業務に係る電算システ　
　　ム等の改修経費。
◇旧ＪＲ江差線鉄道用地防雪柵撤去　　429 万 8 千円

（全額その他特定財源）
　・砂川の国道 228 号線沿いのＪＲの敷地に設置され
　　ている防雪柵、406 メートルの撤去費用。
◇地域おこし協力隊配置 300 万 6 千円（全額一般財源）
　・「ぷらっと江差」の体制強化や産業振興のための
　　隊員。
◇経営所得安定対策　　151 万 9 千円（全額道支出金）
　・経営所得安定対策の推進活動に関する経費の補正。
◇江差港船澗上屋改修　123 万 7 千円（全額一般財源）
　・船澗上屋の腐食が進み、落下防止等のため、南側
　　の 70 メートルの両側の縁辺部、それぞれ 1.6 メー
　　トルを切断。
◇サマーナイトかもめ島実行委員会補助 　　110 万円

（その他特定財源他）
　・町内の若者が中心となり、かもめ島祭りで花火を
　　打ち上げるほか、今年はステージイベントを企画
　　し、その実行委員会への補助。

◇産地パワーアップ事業補助（立茎アスパラガス自動
選別機及び自動結束機導入事業補助）　　　2,935 万円

（全額道支出金）
　・道からの間接補助で、取り組み主体のＪＡ新はこ
　　だて厚沢部支店へ補助。
◇国民健康保険費特別会計
　・社会保障・税番号制度システム改修及び
　　国保システム改修　237 万 3 千円（国庫支出金他）
◇後期高齢者医療特別会計
　・社会保障・税番号制度システム改修　35 万 5 千円

（全額その他特定財源）
◇介護保険特別会計
　・社会保障・税番号制度システム改修　97 万 2 千円

（全額その他特定財源）

定例会補正予算の概要
会　計　名 今回補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 4,646 万 1千円 51億 8,103 万 3千円
国 保 会 計 237万 3千円 11億 740 万 9千円
後期高齢者医療会計 35万 5千円 1億 1,197 万 3千円
介 護 保 険 会 計 97万 2千円 10億 560 万 9千円

計 5,016 万 1千円 74億 602 万 4千円
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６月 14 日　第２回定例会　こんなことが決まりました！
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初
め
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一
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で
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ネ
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を
使
用

　第２回定例会の一般質問から、より質問
をわかりやすく伝えるため、パネルを使用
できるようになりました。共産党江差町議
団の小野寺議員、小林議員がそれぞれパネ
ルを使用して一般質問を行いました。

議員から質疑 !（抜粋）　
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意 見 書 を 提 出
　定例会では８件の意見書を提出し、全て原案どおり可
決、関係行政機関へ提出しました。

◆日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求め
　る意見書
◆地方財政の充実・強化を求める意見書
◆義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、
　子どもの貧困解消など教育予算確保・拡充と就学保障
　の充実、「30人以下学級」の実現をめざす教職員定数
　改善に向けた意見書
◆平成28年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
◆待機児童解消に向けて緊急的な対応を求める意見書
◆骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書
◆次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の
　見直しに関する意見書

議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質疑は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一
般
質
問

六
議
員
が
町
政
を
問
う

　定例会で行政報告された項目です。詳しい内容は、
ホームページの定例会会議録をご覧ください。

１　平成27年度各会計決算見込みについて
２　平成27年度水道事業会計決算概要について
３　江差ウインドパワー㈱の訴訟問題について
４　旧江光ビル跡地活用について
５　養護老人ホームひのき荘の民営化施設整備方針
　　及び移管先社会福祉法人募集要項について
６　北海道教育大学との相互協力協定について
７　かもめ島海水浴場の新規開設について
８　熊本地震に対するお見舞金について
９　寄附採納について

第 2回
定例会

行政報告

平成28年度北海道町村議会議員研修会に出席
　７月５日、札幌コンベンションセンター
を会場に全道の議員研修会が行われ、４人
の議員が出席しました。
　公務員時代にスーパー公務員と毎日新聞
で報道され、現在は地方創生アドバイザー
でもある高野誠鮮氏、東京新
聞・中日新聞論説副主幹であ
りジャーナリストの長谷川幸
洋氏の講演が行われました。
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6 月定例会　一般質問

萩
原　

徹  

議
員
（
無
会
派
）

「
北
の
江
の
島
構
想
に
つ
い
て
」

　

ヨ
ッ
ト
競
技
の
普
及
は
、

初
心
者
が
手
軽
に
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
は
な
い
た
め
、
指

導
者
の
確
保
も
大
き
な
課

題
。
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
し
、

ど
の
よ
う
な
展
開
が
可
能
な

の
か
検
討
し
た
い
。

　

か
も
め
島
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
創
出
を
、
協
定
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
と
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
組
み

入
れ
る
予
定
。

　

今
後
は
、
大
学
と
町
、
地

域
と
の
協
働
・
共
創
を
基
本

理
念
に
掲
げ
、
実
現
可
能
な

も
の
か
ら
、
適
時
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

           
漁
業
者
と
の
協
議
は
。

　

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
、

密
漁
対
策
は
。

　

漁
協
江
差
支
所
で
漁

師
に
説
明
を
し
、
了
解

を
得
て
い
る
。

　

漁

協
か
ら
密
漁
の
監
視
の

指
導
が
あ
っ
た
。

　

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
は

考
え
て
い
な
い
。

　

か
も
め
島
の

キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
を

き
ち
ん
と
す
べ
き
で
は
。

　

一
層
の

周
知
を
し
て
に
ぎ
わ
い

創
出
し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
３
人
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
配
置
さ
れ
て
い
る

が
、
具
体
的
な
任
務
は
。

　

各
団
体
や
町
民
と
の
触
れ

合
い
、
自
主
性
を
持
っ
て
活

動
し
て
は
と
考
え
る
が
。

　

最
終
的
に
定
住
を
目
指
す

も
の
。
現
段
階
で
の
見
通
し

は
。

　

１
人
目
が
し
げ
っ

ち
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
よ
る
情
報
発
信
な
ど
に

関
わ
る
観
光
振
興
業
務
、
２

人
目
が
江
差
町
歴
史
文
化
基

本
構
想
策
定
や
文
化
財
調

査
、
博
物
館
資
料
の
整
理
等

に
関
わ
る
文
化
振
興
業
務
、

３
人
目
が
ふ
る
さ
と
納
税
特

典
品
開
発
や
販
路
拡
大
等
に

関
わ
る
特
産
品
開
発
業
務
を

そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
。

　

１
年
目
は
、
何
よ
り
も
地

域
を
知
り
、
溶
け
込
む
助
走

期
間
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
、
町
民
や
各
団

体
と
積
極
的
に
交
流
が
図
ら

れ
、
自
主
性
を
持
っ
た
活
動

が
展
開
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
。

　

最
終
的
な
定
住
は
、
隊
員

の
任
期
が
、
最
長
で
３
年
間

で
、
３
人
と
も
発
令
後
１
年

が
経
過
し
て
お
ら
ず
、
見
通

し
は
立
っ
て
い
な
い
。
自
ら

が
江
差
町
に
愛
着
を
持
っ
て

住
む
と
い
う
意
識
と
同
時

に
、
自
ら
が
仕
事
を
創
る
、

仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
可
能
な
範
囲
で
支

援
を
行
い
た
い
。

　

活
動
実
態
が
町
民
に

見
え
る
よ
う
な
工
夫
は
。

　

活
動
報

告
会
を
町
民
向
け
に
開
催

し
、
広
報
誌
を
通
じ
て
活
動

状
況
を
お
知
ら
せ
し
た
い
。

　

自
主
的
に
参
加
し

た
り
、
発
案
す
べ
き
。

　

自
主
性

を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
町

に
出
て
、
色
々
な
人
に
顔
を

知
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
次

の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
繋
げ
て

い
き
た
い
。

　

町
政
執
行
方
針
に
、
か
も

め
島
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
柱
と
し
た
北
の
江
の

島
構
想
を
盛
り
込
ん
で
い
る

が
、
そ
の
取
り
組
み
と
し
て

の
江
差
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
に

つ
い
て
、
種
目
、
参
加
対
象

者
や
周
知
方
法
、安
全
対
策
・

配
置
ス
タ
ッ
フ
、
来
年
度
以

降
の
実
施
は
。

　

ヨ
ッ
ト
競
技
の
普
及
は
。

　

北
海
道
教
育
大
学
と
の
包

括
連
携
協
定
は
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

　

マ
リ
ン
フ
ェ

ス
タ
は
、
７
月
29
日
か
ら
30

日
ま
で
、
マ
リ
ー
ナ
周
辺
で

実
施
予
定
。
体
験
種
目
は
、

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
、
カ
ヌ
ー
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
、
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド

ル
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ヨ
ッ
ト
乗

船
体
験
な
ど
を
想
定
。
参
加

対
象
は
、
小
学
生
以
上
。
周

知
方
法
は
、
町
広
報
誌
、
新

聞
等
へ
の
情
報
提
供
。

　

安
全
対
策
と
配
置
ス
タ
ッ

フ
は
、
精
通
し
た
人
員
を
確

保
す
る
準
備
を
進
め
て
い

る
。
次
年
度
以
降
の
実
施

は
、
今
年
度
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
規
模
な
ど
を
検
討
し

た
い
。

　

漁
協
は
も
ち
ろ
ん
町
と
し

て
即
効
性
の
あ
る
対
策
を
考

え
て
い
る
か
。
将
来
の
漁
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

　

育
て
る
漁
業
へ
の

転
換
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
が
、
即
効
性
に

は
欠
け
る
一
面
が
あ
る
。

　

藻
場
の
定
量
把
握
な
ど
沿

岸
域
で
の
基
礎
調
査
を
実
施

し
、
増
養
殖
事
業
が
軌
道
に

乗
る
ま
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
活
用
や
ブ
リ
等
の
鮮

度
保
持
技
術
の
習
熟
、
江
差

産
高
品
質
水
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

将
来
的
に
は
複
数
の
魚
種

に
支
え
ら
れ
る
安
定
し
た
漁

業
経
営
基
盤
を
構
築
し
た
い
。

　

漁
船
保
険
の
見
直
し

や
漁
具
購
入
支
援
の
対
象
範

囲
の
検
討
は
ど
う
な
っ
た
か
。

 

　

中
古
の

漁
具
や
、
工
事
を
要
し
な
い

共
同
利
用
施
設
も
団
体
等
が

使
用
す
る
も
の
は
補
助
対
象

と
し
た
。

　

エ
ゾ
バ
カ
貝
の
見

通
し
は
。

   

　

休
漁
に

も
関
わ
ら
ず
資
源
量
が
減
少

し
て
い
る
。
要
因
は
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
。
調
査
を

実
施
し
な
が
ら
分
布
状
況
を

も
っ
と
広
く
把
握
し
て
い
き

た
い
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
」

「
水
産
業
に
つ
い
て
」

教
育
長

町
長

再再
再

財
政
課
長

（左）江差漁港にはイカ
漁の船が出港を待ってい
る。

町
長

（右）岩手などの東北か
ら来ている船も。夜にな
ると沖合に漁火が照らさ
れ、イカの好漁がうかが
える。

再再
再

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

再再
再 産

業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

社
会
教
育
課
長
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が
、
分
娩
が
可
能
と
な
り
、

現
在
ま
で
11
人
が
出
産
し
て

い
る
。
ま
た
、
受
診
し
て
い

る
割
合
も
、
分
娩
休
止
期
間

は
20
パ
ー
セ
ン
ト
台
だ
っ
た

が
、
分
娩
再
開
後
は
30
パ
ー

セ
ン
ト
台
と
な
り
、
徐
々
に

増
加
し
て
い
る
。

　

交
通
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
道
立
江
差
病
院
に
お
い

て
、
経
産
婦
の
分
娩
と
第
１

子
の
30
週
ま
で
は
検
診
が
可

能
で
あ
り
、
医
療
機
関
の
選

択
を
強
制
で
き
な
い
が
、
で

き
る
限
り
道
立
江
差
病
院
を

積
極
的
に
利
用
し
て
頂
き
た

い
。
交
通
費
助
成
に
よ
り
、

道
立
江
差
病
院
へ
の
受
診
が

減
少
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
、
制
度
導
入
は
、
南
檜
山

圏
域
の
各
町
の
動
き
や
、
妊

産
婦
を
取
り
巻
く
情
勢
を
見

な
が
ら
、
取
り
進
め
て
い
き

た
い
。

　

実
際
に
、
第
１
回
目

に
分
娩
さ
れ
る
人
、
あ
る
い

は
そ
の
人
が
30
週
以
上
の
場

合
は
、
函
館
方
面
で
の
受
診

と
な
っ
て
お
り
、
負
担
が
多

い
現
状
。
地
域
の
中
核
医
療

機
関
と
し
て
道
立
病
院
の
活

用
を
、
今
後
も
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
、
重
々
理
解
し

て
い
る
が
、
検
診
等
の
負
担

は
、
現
実
に
妊
産
婦
の
負
担

と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
中
核
医
療
機
関
と

並
行
し
な
が
ら
、
函
館
方
面

に
行
く
方
々
の
支
援
を
い
ち

早
く
取
り
入
れ
、
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

道
立
病

院
の
、
初
回
受
診
す
る
妊
婦

の
割
合
が
20
パ
ー
セ
ン
ト
に

下
が
っ
た
も
の
が
、
や
っ
と

30
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
上
が
っ

て
き
て
い
る
が
、
分
娩
が
休

止
す
る
前
は
半
数
の
人
が
道

立
病
院
で
受
診
し
て
い
た
。

ま
だ
そ
こ
ま
で
戻
っ
て
い
な

い
中
で
、
多
く
の
人
が
道
立

病
院
を
利
用
し
て
い
る
状
況

に
は
ま
だ
ま
だ
な
い
。

　

将
来
的
に
産
科
自
体
が
ま

た
道
立
病
院
か
ら
撤
退
し
て

い
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
な

い
と
も
限
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
交
通
費
の
助
成

は
、
慎
重
に
考
え
て
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

医
療
機
関
の
存
続

は
そ
れ
と
し
て
考
え
な
が

ら
、
実
際
の
精
神
面
や
経
済

的
な
負
担
が
現
実
か
か
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
業
を

速
や
か
に
活
用
し
、
地
域
医

療
を
一
緒
に
守
っ
て
い
く
こ

と
を
並
行
し
な
が
ら
、
対
策

を
講
じ
る
と
い
う
こ
と
は
可

能
で
は
な
い
か
。　

７
年
か

か
り
、
地
域
要
望
が
実
っ
た

こ
と
を
経
過
と
し
て
大
事
に

し
て
い
き
た
い
。

　

分
娩
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、生
ま
れ
て
か
ら
の
充
実
、

妊
娠
を
す
る
た
め
の
支
援
も

今
後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
。
ト
ー
タ

ル
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

交
通
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

少
し
慎
重
に
進
め
た
い
。

　

交
通
費
の
み

だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、
不

妊
治
療
で
、
函
館
の
病
院
に

行
く
人
の
交
通
費
の
問
題
等

も
あ
る
。
ト
ー
タ
ル
で
の
制

度
も
、
行
政
と
し
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
少

し
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

　

道
で
は
、
本
年
度
か
ら
、

妊
産
婦
安
心
出
産
事
業
が
新

設
さ
れ
、
検
診
と
出
産
に
か

か
る
交
通
費
、
宿
泊
費
が
支

援
さ
れ
る
事
業
と
な
っ
て
い

る
。

　

分
娩
可
能
な
医
療
機
関
が

あ
る
市
町
村
か
ら
、
25
キ
ロ

を
超
え
る
市
町
村
と
離
島
が

該
当
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

　

江
差
町
も
こ
の
該
当
地
区

と
な
っ
て
い
る
が
、
活
用
に

関
し
て
の
考
え
は
。

　

妊
産
婦
安
心
出
産

支
援
事
業
は
、
分
娩
可
能
な

医
療
機
関
が
あ
る
市
町
村
か

ら
25
キ
ロ
を
超
え
る
市
町
村

が
実
施
す
る
妊
産
婦
検
診

や
、
出
産
に
伴
う
交
通
費
等

に
対
す
る
支
援
事
業
に
対
し

て
、
道
が
補
助
基
準
額
範
囲

内
で
３
分
の
１
を
負
担
す
る

事
業
。
当
町
は
道
立
江
差
病

院
で
分
娩
可
能
で
条
件
付
で

あ
る
も
の
の
、対
象
と
な
る
。

　

道
立
江
差
病
院
は
、
平
成

26
年
３
月
か
ら
条
件
付
き
だ

塚
本　

眞  

議
員
（
無
会
派
）

「
妊
産
婦
の
通
院
交
通
費
等
の

支
援
対
策
に
つ
い
て
」

町
長

再

健
康
推
進
課
長

再
再

健
康
推
進
課
長

副
町
長

役場で行われた２ヵ月児の
乳児相談。この日の対象児
は 10 人で、道立江差病院
で生まれた子どもは 1 人。
経産婦でも江差で産んでい
る人がまだまだ少ない。安
心して出産ができる環境の
整備が求められている。



議会だより７

6 月定例会　一般質問

る
。

　

江
差
追
分
に
よ
っ
て
、
全

国
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
来

町
し
、
江
差
追
分
会
館
と
い

う
施
設
が
、
観
光
振
興
で
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
更
な
る
観
光
振
興
の
た

め
に
も
、
江
差
追
分
を
再
認

識
す
る
転
換
期
と
し
て
、
条

例
の
制
定
を
目
指
し
た
い
。

　

今
後
、
条
例
を
制
定
す
る

場
合
の
基
本
目
標
や
目
標
達

成
の
た
め
の
具
体
的
な
内

容
な
ど
を
整
理
し
、
追
分
関

係
者
を
は
じ
め
、
庁
内
各
課

と
さ
ら
に
意
見
交
換
を
実
施

し
、素
案
作
り
を
行
い
た
い
。

　

機
運
作
り
も
大
事
で
は
。

　

条
例
の
時
期
は
、
９

月
の
江
差
追
分
全
国
大
会
を

め
ざ
す
べ
き
。
大
き
く
発
信

で
き
る
の
で
は
。　

さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
じ
、
意
見
を

聞
い
て
、
町
民
が
誇
り
を
持

て
る
よ
う
な
も
の
に
し
た

い
。

　

条
例
制
定
の
時
期
は
、
出

来
る
限
り
早
い
時
期
に
中
身

を
示
し
て
い
き
た
い
。

　

地
方
創
生
応
援
税
制
は

４
月
20
日
に
施
行
開
始
と

な
り
、
注
目
を
集
め
て
い

る
。

　

企
業
型
ふ
る
さ
と
納
税

の
検
討
は
進
め
て
い
る
の

か
。

　

志
の
あ
る
企
業
が

地
方
創
生
を
応
援
す
る
仕

組
み
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。

　

制
度
を
活
用
す
る
た
め

に
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
寄
附
活
用
事
業

の
選
択
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
、
選
択
し
た
事
業
を

も
っ
て
、
予
め
企
業
に
相
談

し
、
寄
附
の
見
込
み
を
立
て

る
こ
と
、
地
域
再
生
計
画
に

盛
り
込
む
こ
と
、
が
必
要
。

内
部
で
活
用
事
業
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ

り
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に

企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

開
始
し
た
い
。

　

的
を
絞
っ
た
活
用
事

業
を
積
極
的
に
検
討
す
べ

き
。

　

企
業
に
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
べ
き
。

　

ま
ず
は

賛
同
す
る
企
業
を
し
っ
か

り
と
捕
ま
え
て
、
地
域
再
生

計
画
の
策
定
を
し
て
い
く
。

　

寄
附
金
活
用
事
業
の
見

や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
り
周
知
し
た
い
。
そ
れ

を
も
っ
て
町
長
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
、
江
差
に
ゆ
か

り
の
あ
る
企
業
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
行
動
に
移
し
て

い
き
た
い
。

　

先
駆
的
な
取
り
組

み
を
し
っ
か
り
と
学
び
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

す
る
財
源
を
確
保
す
る
た

め
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
導

入
に
向
け
、
動
き
を
加
速
さ

せ
て
い
き
た
い
。

　

具
体
的
に
地
方
創

生
事
業
と
し
て
有
効
な
何

か
あ
る
か
。

　

手
持
ち

の
中
で
有
効
だ
と
い
う
も

の
は
基
本
的
に
な
い
。
事
業

を
こ
れ
か
ら
作
り
込
ん
で

い
き
た
い
。　

　

町
政
執
行
方
針
で
、
江
差

追
分
を
今
後
の
町
づ
く
り
の

根
幹
に
す
べ
く
、
新
た
な

条
例
の
制
定
に
向
け
て
、
町

内
追
分
関
係
者
と
議
論
を
交

わ
し
て
い
く
と
い
う
方
針
を

示
し
た
が
、
条
例
制
定
に
あ

た
っ
て
、
単
に
条
例
を
作
る

だ
け
で
な
く
、
改
め
て
全
町

民
が
そ
の
こ
と
を
認
識
し
、

ど
う
具
体
的
に
進
め
、
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
の

か
が
重
要
。
庁
内
議
論
及
び

追
分
関
係
者
と
の
協
議
が
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
、
方
向

付
け
さ
れ
る
の
か
。

　

単
に
条
例
制
定
が

目
的
で
は
な
く
、
主
旨
、
ど

の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
さ
れ
る
か
な
ど
議
論
を
積

み
重
ね
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
。

　

江
差
追
分
と
い
う
固
有
の

文
化
・
歴
史
を
、
全
町
民
が

認
識
し
、
唄
う
・
唄
わ
な
い

は
別
と
し
て
、
誇
れ
る
大
切

な
地
域
資
源
で
あ
る
こ
と
を

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い

西
海
谷　

望  

議
員
（
無
会
派
）

「
江
差
追
分
を
活
か
し
た
新
た
な

　
　

  　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

町
長

再追
分
観
光
課
長

５月 22 日に文化会館で行われた、第 54 回
江差追分全国大会、第 20 回熟年全国大会、第
20 回少年全国大会の江差地区選抜大会。今年
から少年の部の選抜が行われ、それぞれ全国大
会の狭き門に挑んだ。今年の全国大会は、９月
16 ～ 18 日に行われる。

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
」

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

再
再

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
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6 月定例会　一般質問

小
林
く
に
こ  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
町
営
住
宅
の
補
修
に
つ
い
て
」

で
外
注
し
て
い
る
。
床
・
壁
・

天
井
・
柱
な
ど
広
範
囲
に
わ

た
る
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
補
修
費
用
が
多
額
に
な

る
こ
と
か
ら
、
毎
年
、
数
か

所
程
度
の
実
施
と
な
っ
て
い

る
。

　

南
が
丘
団
地
の
空
き
住
宅

は
、
第
１
か
ら
第
４
団
地
28

棟
121
戸
の
う
ち
30
戸
が
空
き

住
宅
と
な
っ
て
い
る
。
全
て

補
修
が
必
要
で
、
そ
の
う
ち

４
戸
は
小
規
模
修
繕
で
済
む

こ
と
か
ら
、
補
修
が
終
わ
り

次
第
、
随
時
入
居
者
の
募
集

を
す
る
予
定
。
そ
の
他
の
住

宅
は
、
破
損
の
程
度
を
み
な

が
ら
、
適
宜
補
修
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

陣
屋
団
地
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
の
防
火
扉
が
腐
食
し

て
い
る
。
早
け
れ
ば
安
価
に

済
む
補
修
も
大
規
模
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
。

　

現
場
確
認

し
、
サ
ビ
が
か
な
り
進
ん
で

い
る
状
況
は
確
認
し
て
い

る
。
サ
ビ
を
落
と
す
だ
け
で

済
む
の
か
、
取
替
が
必
要
な

の
か
、
業
者
と
相
談
し
計
画

的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　

周
辺
に
、
公
衆
ト
イ

レ
が
な
い
。
団
地
建
設

と
併
せ
て
、
公
衆
ト
イ

レ
の
設
置
を
検
討
す
べ

き
で
は
。

　

バ
ス
待
合
所
が
な

い
。
計
画
さ
れ
て
い
る

駅
資
料
展
示
室
に
バ
ス

待
合
所
を
兼
ね
る
よ
う

な
整
備
の
検
討
は
。

　

設
置
に
伴
う

維
持
管
理
の
観
点
か

ら
、
公
衆
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
こ
と
は
難
し

い
。

　

旧
江
差
駅
前
の
バ
ス

停
留
所
で
の
待
合
所
の

整
備
の
検
討
に
つ
い

て
、
現
在
使
わ
れ
て
い

な
い
店
舗
を
活
用
し
た
江
差

駅
の
備
品
等
の
資
料
展
示
を

検
討
し
て
い
る
。
こ
の
資
料

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
中
に
バ
ス

を
待
た
れ
る
人
が
雨
や
雪
を

避
け
る
た
め
に
一
時
的
に
入

る
こ
と
は
拒
む
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
利
用

し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
待
合
所
と
し
て
の
整
備

で
は
な
い
が
、
色
々
な
人
が

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
な

整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

　

資
料
展
示
室
内
に
ベ

ン
チ
を
置
く
だ
け
で
待
合
所

に
な
る
。

　

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
で
は

旧
駅
舎
の
ト
イ
レ
は
頻
繁
に

利
用
さ
れ
て
い
た
。
ト
イ
レ

の
必
要
性
を
検
討
す
べ
き
。

　

椅
子
や
テ
ー

ブ
ル
が
あ
り
、
そ
こ
で
休
憩

で
き
る
、
気
軽
に
出
入
り
で

き
れ
ば
利
用
し
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

今
後
整
備
し
て
い
く
段
階
で

検
討
し
た
い
。

　

ト
イ
レ
は
、
建
設
コ
ス
ト

か
ら
現
時
点
で
は
難
し
い
。

祭
り
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
仮
設
ト
イ
レ
等
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　

補
修
の
必
要
性
、
住
宅
の

管
理
状
況
を
的
確
に
把
握

し
、
必
要
な
補
修
は
し
て
い

る
の
か
。

　

南
が
丘
団
地
の
空
き
室
は

現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
補
修
し
な
け
れ
ば
入

居
で
き
な
い
状
態
な
の
か
。

　

入
居
者
か
ら
の
連

絡
と
、
空
き
住
宅
は
撤
去
さ

れ
た
時
に
把
握
を
し
て
い

る
。
補
修
は
、
小
規
模
な
も

の
は
直
営
で
行
い
、
そ
れ
以

外
の
も
の
は
予
算
の
範
囲
内

「
町
営
住
宅
の
床
下
換
気
口
に
つ
い
て
」

行
っ
て
い
る
。
過
去
に
補
修

し
た
経
過
は
な
く
、
建
設
当

時
か
ら
の
ま
ま
で
あ
る
と
思

わ
れ
、
一
部
調
査
を
し
た
団

地
で
は
、
サ
ビ
て
い
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
、
な
か
に
は

完
全
に
脱
落
し
て
い
る
も
の

も
確
認
さ
れ
た
。
予
算
の
執

行
状
況
を
み
な
が
ら
、
取
り

替
え
を
し
て
い
き
た
い
。

　

補
修
や
危
険
性
を
把

握
す
る
た
め
、
定
期
的
に
見

回
り
等
し
て
い
る
の
か
。

　

見
回
り
は
し

て
い
な
い
。
今
後
、
見
回
り

の
体
制
を
検
討
し
た
い
。

　

床
下
換
気
口
の
必
要
性

は
。

　

補
修
経
過
、
今
後
の
補
修

計
画
は
。

　

建
築
基
準
法
施
行

令
で
、
１
階
の
居
室
の
床
が

木
造
の
場
合
、
特
別
な
場
合

を
除
き
、
設
置
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
町
営
住

宅
で
は
、
防
湿
・
排
湿
な
ど

湿
気
対
策
上
、設
置
が
必
要
。

換
気
口
は
、
現
在
調
査
を

「
駅
跡
地
町
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て
」

議員が本会議場で使用したパネル写
真。南浜町営住宅の床下換気口。

町
長

再財
政
課
長

町
長

再

財
政
課
長

円
山
第
３
団
地
建
替
基
本
計
画
の
土
地

利
用
・
施
設
配
置
図
。
１
棟
４
戸
の
木

造
・
平
屋
の
住
宅
を
３
棟
建
設
、
分
譲

等
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

町
長

再

財
政
課
長
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6 月定例会　一般質問

小
梅　

洋
子  

議
員
（
無
会
派
）

「
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
必
要
性
は
」

が
顕
著
で
、
そ
の
数
は
、
近

年
の
愛
犬
ブ
ー
ム
を
背
景
に

拡
大
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
本
町
で
も
、
過
去

に
開
陽
丸
周
辺
に
ド
ッ
グ
ラ

ン
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
、

と
職
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
経

過
も
あ
り
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
町
と
し
て
ド
ッ
グ
ラ
ン

の
整
備
に
つ
い
て
場
所
・
規

模
・
管
理
の
在
り
方
等
や
、

公
共
の
場
に
お
け
る
遊
び
場

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
一
定

程
度
、
町
民
の
理
解
も
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な

角
度
か
ら
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

　

貧
困
、
孤
食
、
孤
立
防
止

に
安
価
で
食
事
提
供
を
と

か
、
子
ど
も
の
居
場
所
作
り

に
子
ど
も
食
堂
を
と
い
う
報

道
を
見
聞
き
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
辛
い
思
い
を
す
る

子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

る
と
心
を
痛
め
て
い
る
。

　

江
差
の
子
ど
も
た
ち
は
、

と
て
も
元
気
で
明
る
く
挨
拶

も
良
く
、想
像
し
に
く
い
が
、

実
態
は
。

　

子
ど
も
が
一
人
で

食
事
を
す
る
孤
食
を
防
ぎ
、

温
か
な
食
事
を
楽
し
め
る
場

を
提
供
す
る
取
り
組
み
が
、

東
京
都
な
ど
全
国
の
都
市
部

で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
問
題
が
、

昨
今
の
家
庭
環
境
の
問
題
な

ど
か
ら
、
都
市
部
に
留
ま
ら

ず
地
方
に
も
拡
大
し
て
き
て

い
る
心
配
が
あ
る
。
サ
ン
プ

リ
ン
グ
調
査
で
は
あ
る
が
、

平
成
25
年
国
民
生
活
基
礎
調

査
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
貧

困
率
が
16
・
３
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
子
ど
も
の
貧
困
に

関
す
る
実
態
調
査
に
つ
い
て

は
、
行
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
、
国
や
道
で
進
め
ら

れ
る
子
ど
も
の
貧
困
に
対
す

る
具
体
的
な
制
度
施
策
を
踏

ま
え
、
行
政
と
し
て
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、

あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
任

意
団
体
が
自
発
的
に
展
開
し

た
場
合
の
町
の
支
援
策
の
必

要
性
な
ど
、
町
と
し
て
可
能

な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ペ
ッ
ト
連
れ
の
旅
行
者
が

多
い
。
ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一

員
と
な
っ
て
お
り
、
ド
ッ
グ

ラ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

町
民
の
中
に
も
、
あ
る
と

嬉
し
い
、
利
用
し
た
い
と
い

う
声
も
あ
る
が
。

　

人
と
動
物
の
共
生

社
会
に
あ
っ
て
、
動
物
愛
護

に
対
す
る
関
心
は
年
々
深
ま

り
を
見
せ
、
ペ
ッ
ト
に
対
す

る
公
共
の
場
の
在
り
方
も
多

様
化
し
て
い
る
。

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
は
、
全
国
的

に
高
速
道
路
の
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
や
公
園
の
一
部
を
利

用
し
て
整
備
し
て
い
る
も
の

「
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
」

町
長

高速道路（道央道）有珠山サービスエリアに
設置されているドックラン。

　

個
人
だ
け
で
な
く
会
社
や

企
業
、
団
体
等
の
ふ
る
さ
と

納
税
が
可
能
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
返
礼
に
は
物
で
は
な

く
、
会
社
の
社
員
旅
行
等
を

兼
ね
て
、
姥
神
大
神
宮
渡
御

祭
等
の
参
加
体
験
を
呼
び
か

け
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

町
の
知
名
度
も
上
が
り
、
祭

り
の
運
営
の
人
手
不
足
解
消

に
も
繋
が
る
の
で
は
。

　

姥
神
大
神
宮
渡
御

祭
は
祭
典
協
賛
実
行
委
員
会

が
運
営
し
て
お
り
、
町
と
し

て
、
実
行
委
員
会
に
対
し
、

山
車
引
き
回
し
を
体
験
観
光

の
商
品
に
で
き
な
い
か
、
呼

び
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

　

実
行
に
あ
た
っ
て
、
引
き

受
け
て
頂
く
山
車
保
存
会
の

了
解
が
必
要
と
な
り
、ま
た
、

半
て
ん
の
貸
し
出
し
や
返
還

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
弁

当
や
保
険
料
な
ど
料
金
設
定

を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、

引
き
回
し
時
間
を
ど
う
設
定

す
る
の
か
、
集
合
場
所
、
解

散
場
所
を
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
等
、
保
存
会
と
の
議
論

が
必
要
。

　

今
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
と
し
て
で
は
な

く
、
体
験
観
光
の
拡
充
と
い

う
視
点
で
山
車
引
き
回
し
体

験
の
取
り
組
み
を
、
祭
典
協

賛
実
行
委
員
会
と
協
議
し
て

い
く
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
に
姥
神
祭
り
体
験
を
」

町
長

町
長
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小
野
寺  

真  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
防
災
対
策
に
つ
い
て
」

6 月定例会　一般質問

　

庁
舎
で
、
複
合
的
な

部
分
が
加
味
し
た
場
合
は
ど

う
か
。

　

防
災
計
画
は
集
中
し
て
出

来
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

高
台
の
避
難
路
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

避
難
所
は
日
常
的
に
機
能

す
る
の
か
。

　

庁
舎
は

岩
盤
層
ま
で
杭
が
打
ち
込
ま

れ
、
多
少
の
変
調
を
来
し
て

も
影
響
は
少
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

業
務
の
見

直
し
を
図
り
現
体
制
で
計
画

の
見
直
し
を
し
て
い
く
。

　

避
難
路
は
町
内
会
等
が
管

理
等
し
て
い
る
が
、
状
況
は

確
認
し
て
い
な
い
。

　

避
難
所
は
、
管
理
人
等
と

協
議
は
し
て
い
な
い
が
、
計

画
見
直
し
の
段
階
で
確
認
し

て
い
き
た
い
。

　

避
難
路
は
ど
こ
の

管
理
な
の
か
。　

私
共
で
設

置
し
て
い
な
い
。
過
去
に
手

す
り
等
つ
け
た
経
過
は
あ

る
。

　

町
内
の
シ
ロ
ア
リ
の
被
害

状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

南
が
丘
町
営
住
宅
の
被
害
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把
握

し
対
応
し
て
き
た
の
か
。

　

民
間
は
把
握
し
て

お
ら
ず
町
民
か
ら
も
被
害
状

況
は
入
っ
て
い
な
い
。
公
共

施
設
は
、
町
営
住
宅
や
職
員

住
宅
の
一
部
、
ぬ
く
も
り
保

養
セ
ン
タ
ー
で
確
認
し
て
い

る
。

　

町
営
住
宅
は
、
南
が
丘
第

１
団
地
で
の
み
確
認
さ
れ
、

市
販
の
殺
虫
剤
で
対
応
し
て

き
た
。
今
後
、
専
門
業
者
に

相
談
し
可
能
な
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
時

に
シ
ロ
ア
リ
対
策
等
の
情
報

提
供
必
要
で
な
い
か
。

　

南
が
丘
第
１
団
地
の
耐
力

度
調
査
と
の
関
係
は
。

　

薬
の
危
険
性
等
か
ら
、
入

居
者
任
せ
は
危
険
で
は
。

　

耐
力
度
調
査

は
、
基
礎
、
外
壁
の
強
度
の

み
を
調
査
す
る
も
の
で
、
強

度
の
確
認
と
は
少
し
違
う
。

範
囲
、
規
模
、
予
算
執
行
等

を
み
な
が
ら
、
早
い
段
階
で

着
手
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　

建
物
所
有

者
の
対
策
と
な
る
が
、
早
く

対
応
す
れ
ば
も
っ
と
対
策
で

き
た
状
況
も
あ
る
と
は
思
う

が
、
基
本
的
に
は
建
物
所
有

者
に
お
い
て
対
策
す
る
こ

と
。
耐
震
と
い
う
面
で
、
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

　

状
況
、
実
態
を
ど

こ
ま
で
つ
か
ん
で
い
る
か
。

　

職
員
住
宅
に

出
て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て

い
る
が
、
駆
除
は
一
体
で
相

談
し
て
い
き
た
い
。
早
い
段

階
で
対
応
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
。

１
人
の
利
用
で
、
門
戸
を
広

げ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

　

困
っ
た
人
に
食
事

を
届
け
る
手
立
て
が
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
。
実
態

を
つ
か
ま
な
い
の
か
。

　

配
食

サ
ー
ビ
ス
の
み
で
成
り
立
っ

て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

配
食
サ
ー
ビ

ス
と
軽
度
生
活
援
助
の
２
つ

の
事
業
が
あ
り
、
一
つ
の
こ

と
に
限
っ
て
や
っ
て
い
く
べ

き
。

　

要
綱
で

は
介
護
保
険
や
身
障
者
の

サ
ー
ビ
ス
が
対
象
外
と
な
っ

て
お
り
、
補
完
す
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
１
人
の
利
用
と
い
う
こ

と
で
、
業
者
の
募
集
も
し
て

き
て
い
な
い
。
夕
食
に
つ
い

て
は
、
声
は
届
い
て
い
な

か
っ
た
。

　

役
場
庁
舎
は
大
丈
夫
か
。

調
査
、
対
策
は
。

　

地
域
防
災
計
画
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。
関
係
部
署
で

の
事
業
評
価
が
必
要
で
は
。

　

役
場
庁
舎
は
平
成

５
年
建
築
で
新
基
準
を
満
た

し
て
い
る
。

　

防
災
計
画
の
見
直
し
ス

ジ
ュ
ー
ル
は
、
一
部
は
９
月

ま
で
に
改
正
し
、
全
体
的
な

見
直
し
は
年
度
内
を
目
標
に

取
り
組
む
。

　

防
災
計
画
の
評
価
は
、
総

務
課
で
評
価
し
な
が
ら
関
係

課
と
連
携
し
全
体
的
な
見
直

し
を
進
め
た
い
。

「
シ
ロ
ア
リ
被
害
に
つ
い
て
」

議員が本会議場で使用したパネル写真。
南が丘町営住宅のシロアリ被害。

　

食
事
に
困
難
を
抱
え
て
い

る
人
等
を
押
さ
え
て
い
る

か
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
要

望
に
答
え
て
い
る
か
。
夕
食

の
配
食
を
実
施
し
な
い
の
か
。

　

限
定
し
た
調
査
等

は
行
っ
て
い
な
い
。
人
数
も

把
握
し
て
い
な
い
。

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
は
限
ら

れ
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
と
一
体
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
が
１

人
と
い
う
の
は
理
解
で
き
な

い
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
会
議

等
で
周
知
し
て
い
る
の
か
。

な
ぜ
、
夕
食
は
で
き
な
い
の

か
。
事
業
者
に
周
知
し
て
い

る
の
か
。

　

単
独
で

説
明
し
て
い
な
い
。
介
護
保

険
等
の
会
議
で
説
明
し
て
い

る
。

　

夕
食
に
つ
い
て
は
、
現
在

「
高
齢
者
の
食
事
に
つ
い
て
」

役
場
庁
舎
は
南
西
沖
地
震
が
あ
っ
た

平
成
５
年
に
完
成
。
基
準
は
満
た
し

て
い
る
が
、
熊
本
地
震
の
よ
う
な
悪

条
件
が
重
な
れ
ば
ど
う
な
の
か
。

町
長

再建
設
水
道
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

再
再

町
長

再財
政
課
長

総
務
課
長

再
再

財
政
課
長

町
長

再町
民
福
祉
課
長

町
民
福
祉
課
長

再
再議

事
進
行

町
民
福
祉
課
長
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◇議会を傍聴しましょう◇
次の定例会は９月です。日程は町広報誌やホームページでお知らせします！

　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴することができます。

　町民の皆さんが選んだ議員の活動状況や、町政の方針などを議

場で確かめましょう！

　議会の傍聴は、受付後、出入りは自由で、都合のいい時間で傍

聴できます。

　皆様の傍聴をお待ちしております！

（問）議会事務局（℡ 52-6713）役場玄関にも議会日程が掲示されています。

会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
萩
　
原
　
　
　
徹
（
委
）

塚
　
本
　
　
　
眞
（
副
）

小
笠
原
　
淳
　
夫

飯
　
田
　
隆
　
一

小
野
寺
　
　
　
真

西
海
谷
　
　
　
望

室
　
井
　
正
　
行
（
委
）

小
　
梅
　
洋
　
子
（
副
）

薄
　
木
　
晴
　
午

若
　
山
　
明
　
廣

小
　
林
　
く
に
こ

打
　
越
　
東
亜
夫

第２回定例会 6月14日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会
5月17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

（病欠） ○ ○ ○

6月 2日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

4月25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月 6日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

4 月 8日 ○ ○ ○ ○ ○

5月17日 ○ ○ ●
（病欠） ○ ○

議 会 広 報
特 別 委 員 会 4月15日 ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会

5月25日 ○ ○ ○ ○ ●
（私用） ○

6月 6日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月14日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

出欠状況をお知らせします！
　平成 28年度から、議員がどの会議にどれだけ出席しているかをお知らせすることになりました。

　今回掲載しているのは、平成 28年 4月 1日から 6月 30日までの出欠状況です。

　　※斜線部分は、出席する必要のない会議です。



　　　　　  　　　　  

道産 間伐材使用

この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています

議会の動き
4月25日　◆総務産業常任委員会（出席6名）
　　　　  ・新幹線を活用した産業振興に関する事務調査

5月11日　◆檜山議長会（乙部町）

5月17日　◆社会文教常任委員会（出席5名）
　　　　  ・江差町の文化の発信及び普及啓発に関する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務調査
　　　　  ◆全員協議会（出席11名、欠席1名）
　　　　  ・江差ウインドパワー㈱関連について
　　　　  ・旧江光ビル跡地活用について
　　　　  ・その他
　　　　  ◆議員会総会

5月25日　◆議会運営委員会（出席4名、欠席1名）
　　　　  ・第2回定例会について

6月2日　 ◆全員協議会（出席12名）
　　　　  ・公立幼稚園の在り方について
　　　　  ・補正予算関連について
　　　　  ・ひのき荘改築について
　　　　  ・選挙について

6月6日　 ◆議会運営委員会（出席5名）
　　　　  ・第2回定例会について
　　　　  ◆総務産業常任委員会（出席6名）
　　　　  ・新幹線を活用した産業振興に関する事務調査
　　　　  　（函館バスとの意見交換）

6月9～10日　◆道議長会定期総会及び研修会（札幌市）

6月14日　◆第2回定例会（出席12名）
　　　　  ◆議会運営委員会（出席5名）

6月23日　◆山梨県山中湖村議会行政視察
　　　　  

7月5～6日◆道議長会町村議会議員研修会（札幌市）

7月11日　◆広報特別委員会（出席4名、欠席1名）
　　　　  ・８月号議会だよりについて（1回目）
　　　　  ◆総務産業常任委員会（出席5名、欠席1名）
　　　　  ・新幹線を活用した産業振興に関する事務調査
　　　　  （トラベルビューロー及び江差旅館組合との意
　　　　  見交換）
　　　　  ◆社会文教常任委員会（出席5名）
　　　　  ・江差町の文化の発信及び普及啓発に関する事
　　　　  務調査（民芸団体連絡協議会等との意見交換）

7月12日　◆岐阜市議会行政視察（江差北小中）
　　　　  ・小中一貫教育の取り組みについて

7月20日　◆山形県大江町議会行政視察
　　　　  ・無形民俗文化財を生かした観光づくり、農産
　　　　  物の生産・販売及び林業の取り組みについて
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全員協議会を
  開催しました
　５月 17 日、６月２日に全員協議
会が行われました。その内容につい
てお知らせします。

山
中
湖
村
議
会
視
察
の
よ
う
す
。

地
域
資
源
・
観
光
施
策
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
、
い
に
し
え
街
道

を
歩
い
て
視
察
。

5月 17日
・江差ウインドパワー㈱関連について
　訴訟問題について、原告側のＪＦＥエンジニア
リング㈱と被告側の江差ウインドパワー㈱及び斐
太工務店の三者で和解合意がなされた。
・旧江光ビル跡地活用について
　４月 26 日に江差商工会から旧江光ビル跡地活用
に関する提言書の提出があった。今後も引き続き
江差商工会との連携強化を図るとともに、庁舎内
での議論や議会との情報の共有や協議等、適正な
事務事業の執行に努めたい。
・その他
　４月分から議員の会議出席状況を議会だよりで
掲載していくことを広報特別委員長から説明、確
認。

6月 2日
・公立幼稚園の在り方について
　江差小学校付属あすなろ幼稚園について、現状
を十分把握しながら、今後の在り方について検討
することとした。私立幼稚園の意向も確認しなが
ら本年９月までの方向性を出したいと考えている。

・補正予算関連について
　かもめ島祭りの初日夜の島上イベント及び花火
大会の実施計画に対する支援補助について説明。
・ひのき荘改築について
　ひのき荘の改築について、民設民営整備計画方
針並びに移管先社会福祉法人募集要項を策定し、
まずは公募事務を取り進めたい。
・選挙について
　選挙管理委員及び選挙管理委員補充員について
説明。

江
差
小
学
校
付
属
あ
す
な
ろ
幼
稚
園


